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令和元年8月1日現在

八女市
旧八女市・立花町・上陽町・

黒木町・星野村・矢部村
面 積 482.5㎢

人 口 63.114人
高齢化率 34.9％

筑後市
面 積 41.85㎢

人 口 49.422人
高齢化率 26.9％

広川町
面 積 37.9㎢

人 口 19.642人
高齢化率 28.4 ％

八女市・筑後市・広川町
合わせての面積

562.25㎢









平成24年7月１４日九州北部豪雨



八女市黒木町



八女市



家も車も水没



家の中を泥水が流れます



それでも訪問看護は動きました



いつもの道が通れません



ナビは寸断された道を示します
道路標識が頼りです



矢部村のご利用者宅へＳＴから片道40ｋｍ
道路工事が続いており途中、山の中で道に迷うことも

帰りは山越えして星野村へ



先生の訪問診療に合わせて娘さんも山越えして来られました
窓の外は雪です



病気になっても最期まで
やっぱり家がいい！！



第1回 ぬくぬくカフェ開催





















遺族カフェをして思ったこと

・在宅ケアにおける遺族のケア・グリーフケアは全国的に課題になっている

・患者さんやご家族と最も密な関りをもつ訪問看護ステーションの中で

遺族ケアを行うという取り組みを始めた

・ご遺族の間で、活発に意見交換が行われた。

・悲嘆の真っただ中のご遺族もおられ、「何かしら出口を見つけるために来
ました」 との言葉も聞かれた。

・先輩のご遺族と後輩のご遺族の間で悲嘆の表出や助言が交わされた。

・「同じような境遇の方がおられることが分かりました」

「話を聴いてもらえてよかった」 という感想が述べられた。

・遺族の中から在宅ボランティアをしたいという意見も聞かれた。

・意見交換だけでなく、演奏会を企画したことで、楽しみの場が提供できた。

・今後は、コロナ禍の中で、三密を避けるように、より広い会場で席を空けて
着席していただいたり、換気したりなどの工夫を行う予定である。

・ボランティアの演奏会など、参加者が楽しめる企画も継続して行いたい。



ご清聴ありがとうございます。

日向神ダムです


